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学校教育目標 

『勇気ある子ども』（全体目標） 

〇「自分で考える子」（知） 

〇「思いやりのある子」（徳） 

〇「たくましい子」（体） 

   逆境に立ち向かう勇気 

                                  校長 丸 岡 哲 也  

 

 本日をもって、学校の一年が終わりました。19日（木）には 15名が小学校６年間の課程を修

了し卒業しました。卒業証書授与式では、６年生との授業の思い出と逆境に立ち向かう勇気につ

いてお話ししました。 

 

 私にとって数少ない授業の機会の中で、皆さんとの算数の授業が強く印象に残っています。一

人一人に自分なりの解決が見られること、自分の言葉で伝えられること、前に学習したことを思

い出してそれを生かすこと、他の子の考えに自分の考えをつなげられることなど、みんなで学ぶ

よさが感じられました。これらのことは、それまでの積み重ねがあってのことであり、皆さんに

備わっている、学びに対する大きなよさです。 

   

 二月に行われたミラノ・コルティナオリンピックはまだ記憶に新しいことでしょう。私が、一

番心に残っているのは、フリースタイルスキーの近藤心音選手です。このオリンピックでの彼女

の記録や順位はありません。公式練習時の左膝負傷による無念の棄権となったからです。近藤選

手は、前回の北京オリンピックでも、公式練習の最終日に、大けがを負い、オリンピック本番へ

の出場は叶いませんでした。けがを負った彼女は次の日の練習会場に姿を見せ、出場を視野に入

れながら調整を試みましたが、最終的に棄権を決断します。北京オリンピックに続いての棄権と

なり、その決断がどれほど難しいものであったかは想像に難くありません。四年間全てをかけて

再挑戦する覚悟で臨んでいたからこそ、痛みを押してでも出場したい気持ちはあったはずです。

それでもなお、棄権を選んだその過程には、大きな葛藤と覚悟があったことでしょう。 

 皆さんは、将来の夢や希望をもち、具体的な目標を立て、困難をも乗り越えて挑戦しようとし

ていることでしょう。しかし、自分の思いどおりにはいかないことがあります。自分の内や外に

原因があったとしても、挑戦する努力と同じだけ、断念することを受け入れる心構えが必要で

す。そのときは前に進めなくても、その場で立ち止まることで、新たな視点が見えてきたり、や

り方や考え方を変えるきっかけになったりします。前を向くことを失わないでほしいと願ってい

ます。 

 

 卒業生の皆さんが、中学校での更なる成長を遂げ、活躍されることを心から願っています。 

 また、それぞれの学年を修了した在校生の皆さんには、１年間の成長や頑張りを土台にして、次

の学年に臨んでほしいと思います。 

 保護者の皆様、地域の皆様の一年間のご支援に感謝申し上げます。 

 一年間誠にありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 明日から４月５日（日）までの間、春休みです。

過ごし方については、別紙「春休みの生活のき
まり」をご確認ください。 

 特に気を付けてほしいことは、 

１「雪解けに伴う軒下や川」 
２「帰宅時刻 」 
です。ご協力をお願いいたします。 

４月６日（月）に新学期が始まります。 

当日は８時 20 分までに登校させてくださ

い。２年生以上も入学式に参加します。２～６年

生は１１時４０分頃に下校します。 

※下校バス 新地：公用車 明和：通常下校バス 

４月３日（金）入学式準備作業 

※新５･６年生は、入学式の準備を行ってい

ます。９時 00分までに登校させてください。

10 時 00 分頃終了の予定です。 

 

令和８年度当初の

教員の人事異動によ

り、３名の教職員が転

出･退職することにな

りました。挨拶の言葉

を掲載いたします。 

丸 岡 哲 也  校長…異動 

高 橋 美根子  教諭…退職 

伊 藤 優 駿  教諭…退職 

※転出する教職員の異動先は、新聞発表にてご確認ください。 
 

 ３月19日（木）、第135回卒業証書授与式が厳かな雰

囲気の中で行われ、15名の児童が通い慣れた学舎を巣立

っていきました。入場の一歩目から姿勢はまっすぐに伸

び、座礼の所作も丁寧で、これまでの学びの積み重ねが

感じられました。卒業証書を受け取る凛とした表情や、

ステージ上で将来の夢を堂々と語る姿は、最上級生とし

ての誇りと成長を在校生に強く印象付けるものでした。 

 ４月からは古平中学校の新入生となります。新しい環

境では、これまで経験したことのない壁に出会うことも

あるでしょう。しかし、共に歩んできた仲間たちと支え

合いながら、さらに多くのことを学び、自分の夢に向か

って一歩ずつ進んでいってほしいと願っています。 

 巣立っていく子どもたちの未来が、希望と温かな出会

いに満ちたものでありますように…。 

 

 

 

ヘ ル メ ッ ト 着 用 の お 願 い 
春休み期間中の自転車の乗車については、ご

家庭で相談の上、乗車させるようにお願いしま

す。自分の命を守る「ヘルメットの着用」に

ついて、改めてご家庭でのお声がけ、ご協力を

今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 この度、３７年間の教員生活の幕を閉じること

にしました。古平小学校でも、元気で優しい子ども

たちに恵まれて楽しく過ごせた３年間は、とても

幸せでした。学級レクでは、役員さんが中心となり

子どもたちが喜ぶ工夫したゲームなどに驚きまし

た。至らぬ点も多々あったかと思いますが、日々安

心して子どもたちと向き合うことができたのは、

保護者の皆様の温かいご支援とご協力のおかげで

す。これからも、お子様の健やかな成長を陰ながら

応援しております。ありがとうございました。 

 古平町は、２回目の勤務となったこと、私自身

のルーツとなっていること、浜育ちの私にとっ

て気風があっていることなど、私にとって特別

なまちです。このようなまちで、３年間、勤務さ

せていただきました。保護者、地域の皆様に感謝

申し上げます。ありがとうございます。 

 このたび、4年間お世話になった古平小学
校を離れることとなりました。子どもたち
の笑顔と成長に日々励まされ、かけがえの
ない時間を過ごすことができました。保護
者の皆様、そして地域の皆様からの温かい
ご支援にも、心より感謝申し上げます。 
 古平小学校での経験を胸に、新たな場所
でも精進してまいります。本当にありがと
うございました。 


